



























































































































































































































































48（2） 中味・太田 ネコ軟口蓋筋の組織化学的研究 201
の程度によっても活性が高く青色ないし青紫色を呈する筋
線維，活性が中等度で紫色がいし赤紫色を呈する筋線維，
および活性が低く褐色ないし赤褐色を呈する筋線維の3種
類に分けられた（Photo．14）．各筋線維について，連続切片
を用いてSDH活性とPhR活性との対応性を検討した
（Table　4）．　SDH活性が最も高い赤筋線維群では，　PhR活
性の最も高い筋線維が37傷，PhR活性の中等度な筋線維
が53弩，PhR活性の低い筋線維が10弩，であった．また，
SDH活性が中等度な中間型筋線維群では，　PhR活性の最
も高い筋線維が44傷，中等度な筋線維が46傷，低い筋線維
が10傷であった．さらに，SDH活性が低い白筋線維群で
は，PhR活性の最も高い筋線維，中等度な筋線維および低
い筋線維は，それぞれ30傷，60傷および10％であった．
4　考　　察
　本実験において，ネコの軟口蓋に存在するM．levator
veli　palatini（Photos，7and　8），　M．　tensor　veli　palatini
（Photos，10　and　11）およびM．　palatinus（Photos．13　and
14）を構成する筋線維のPhR活性は，前貸1）のSDH活
性の場合と同様に，予備的実験で示したネコのM．gastro－
cnemius（Photos．1and　2）やM．　soleus（Photos　4　and
5）のそれらと比較して，全体的に高い傾向が認められ，
SDHとPhRの両酵素活性とも全体的に高いという点で
は，むしろM．soleusの場合に近いことが示された．
　従来，哺乳動物の骨格筋線維において，SDH活性と
PhR活性との間には，多くの揚州SDH活性が高い筋線
維ではPhR活性が低く，逆にSDH活性が低い筋線維で
はPhR活性が高いというreciproca1な関係が認められ
ることが報告されている2～10）．しかし，本実験で明らかに
されたように，ネコの3種類の軟口蓋筋では，SDH：活性
ならびにPhR活性とも全体的に高く，両者の間にはむし
ろdirectな関係が存在するようにみえるが，個々の筋線
維についてみると，SDH活性とPhR活性との問には，上
述のような一定の関係は認められなかった（Tables　2，3
and　4）．以上の事実より，従来いわれているSDH活性と
PhR活性との間のreciprocalな関係は，　M．　gastrocne－
miusなどに代表される白筋的要素の強い筋では認められ
るが，M，　Soleusや軟口蓋筋のような赤筋的要素の強いも
のでは認められないと思われる．このことは，Bocek　and
Beatty13）のラットやサルのM，　soleusについての成績に
よって支持されると思われる・
　Barゑny14）および磁ranyωαZ，15）によれぽ筋の収縮速
度はmyosin　ATPase活性の程度により決まるという．
また，骨格筋線維のmyosin　ATPaseを組織化学的に検
索することが多くの研究者により試みられている16～20）．従
って，軟口蓋筋の生理的性質をさらに明らかにするために，
myosin　ATPase活性について検討中である．
　なお，軟口蓋筋を構成する筋線維の内部にも，前述の
M．gastrocnemiusおよびM．　soleusにおいて認められ
たと同様，PhR染色によりreticular　structure（network＞
が認められ，それはSDH染色におけるよりも明瞭であ
った．これらのreticular　structureは，　sarcoplasmic
reticulumの存在を反映すると考えられているが21・22），そ
の詳細は今後の電子顕微鏡的観察に待たねぽならないであ
ろう．
5要　　約
　ネコの軟口蓋に存在する筋，M．　levator　veli　palatini，
M．tensor　veli　palatiniおよびM．　paiatinusについて
組織化学的にPhR活性を検討し，以下の成績を得た．
　5・1M．1evator　veli　palatiniを構成する筋線維は，高
いPhR活性を示す筋線維と中等度の活性を示す筋線維の
2種類に分けられた．連続切片を用いて，SDH活性と
PhR活性との対応性を検討すると，　SDH活性が高い赤筋
線維群では，PhR活性が高い筋線維が28傷，活性が中等度
な筋線維が72％であった．SDH活性が中等度な中間型筋
線維群では，PhR活性が高い筋線維および中等度な筋線
維は，それぞれ40箔および60勿であった．
　5・2M．　tensQr　veli　palatiniの宜芳線維も，　PhR活性が
高い筋線維と中等度な筋線維の2種類に分けられた．SDH
活性が高い赤筋線維群では，PhR活性が高い筋線維が
88％，中等度な筋線維が12丁目あり，中間型筋線維群では，
PhR活性が高い筋線維および中等度な筋線維は，それぞ
れ90傷および10傷であった．
　5・3M．　palatinusの筋線維は，　PhR活性が高いもの，
中等度なものおよび低いものの3種類に分けられた．SDH
活性が高い赤筋線維群では，PhR活性が高い筋線維が
37％，中等度な筋線維が53％，活性が低い筋線維が10傷で
あった．中間型筋線維群では，PhR活性が高い筋線維が
44％，中等度な筋線維が46箔，低い筋線維が10％であっ
た．また，白筋線維群では，PhR活性が高い筋線維，中等
度な筋線維および低い筋線維は，それぞれ30傷，60％およ
び10％であった．
　以上の成績より，ネコの軟口蓋筋（M．1evator　veli　pa1－
atini，　M．　tensor　veli　palatiniおよびM，　palatinus）を
構成している筋線維では，SDH活性とPhR活性との間
には，一定の関係は認められず，むしろPhR活性は，全
体的に高い傾向が認められた．
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　　　　　　　　　　　　　　　　Explanation　of　Photograplls
Cross　section　of　the　gastrocne皿ius　medialis　musc．le　of　the　cat　iacubated　for　SDH。
There　are　three　types　of丘bers．　R，　W　and　I　lndicate　red，　white　and　intermediate
fibers．　（x325）．
Serial　cross　section　of　the　same　muscle　as　Photo．1incubated　for　PhR．　There　are
reciprocal　relatiQn　between　SDH　and　PhR　stain．（×325）．
Detailed　view　of　the　same　lnuscle　as　Photo．2　（×650）．
Cross　section　of　the　soleus　mu．scle　of　the　cat　incubated　for　SDH．　Note　the　two
types　of　fibers（R　and　I），（×325）．
Serial　cross　section　of　the　same　mu．scIe　as　Photo．4incubated　for　PhR．　Note　there
are　no　reciprocal　relation　betweeロSDH　and　PhR．（×325）．
Detailed　view　of　the　same　muscle　as　Photo．5　（×650）．
Cross　section　o．f　the　levator　veli　palati且i　muscle　of　the　cat　incubated　for　SDH．
Note　the　two　types　of　fibers（R　and　1），（×325）．
Serial　cross　section　of　the　same　muscle　as’Photo．7incubated　for　PhR．　NQte　there
are　no　feciprocal　relation　between　SDH　alld　PhR．（X　325）．
Detailed　view　of　the　same　muscle　as　Photo．8　（×650）．
Cross　section　of　the　tensQr　veli　palatini　muscle　of　the　cat　incubated　for　SDH．
Note　two　types　of丘bers（R　and　I）．（x　325）．
Serial　cross　sect．ion　of　the　same　muscle　as　Photo．10　incubated　for　PhR．　Note
there　are　llo　reciprocal　relatiQ．n　betwee夏．SDH　and　PhR．（×325），
Detailed　view　of　the　same　muscle　as　Photo，11（×650）．
Cross　sec．tion　of　the　palatinus　muscle　of　the　cat　incubated　for　SDH．　Note　three
types　of丘bers（R，　W　and　I．）（×325）．
Se．rial　cross　section　of　the　same　muscle　as　Photo，13　incubated　fQr　PhR．　Note　there
are　no　reciprocal　relation　between　SDH　and．PhR．（×325）．
Detailed　view　of　the　same　muscle　as　Photo．14　（X　650）．
203
204　　　　　　　　　　　　　　　園地・太田一ネコ軟口蓋筋の組織化学的研究
　　　　　　　4　　　　　　　　　ゴ
二身総意1．．・1一．1－・
札幌医誌1979
48（2） 旧地・太田一ネコ軟口蓋筋の組織化学的研究
誕
　　憂．
　　　璽
「謬＝．r．「．
，1吃．一．．・・1
．、．耀
●
，・．．
幽」一＿＿　㌔
＼ン
㌧
）
ﾖ
●
認．．；疲冨
罐．
　　∴壌’
．　，
ご
」．
圃
205
206 中地・太田一ネコ軟口蓋筋の組織化学的研究
毒
璽腰
札幌医誌1979
▼
●
9
．欝
